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ニューとして運ばれてさた。   

食用とされているスズメバチの種名を明らかにするた  

め，良明市内及び周辺の戯産物市場に出入りするスズメ  

バチの巣の販売省から，販売駿，販売時胤 価格，仕入  

れ先などを階ほ取った。種の同定には苗場で売られてい  

るスズメバチの巣の表面に止まっている羽化鷹後の成虫  

を用いた。また巣の販売者によって，スズメバチの成虫  

が蕎変漕などの発留酒類に漬けられ，薬用として売られ  

ていたので，それらを同定することにより，市域を訪れ  

た時には売られていなかったハチの櫻璧も明らかになっ  

た。   

スズメバチの料理法については，市内や近郊の食堂な  

どの調理機で調製‡！の梯子を見たり，ぷ邑明周辺の少数民族  

の集落や，市場などで，戯民や山般の人々から聞き取り  

をしナこ。   

巣の採集法及び飼爾法に関してほ．おもに掌商省西部  

の大桃卓絶鉄鎖郷（1997年）と毘明市郊外の接触慮（1998  

年）において，それぞれイ族の幾落で遊民から聞き取り  

をした。また，苗場でスズメバチの巣を1ヨ分で採集して  

光っている戯民にも，採集の方法などを尋ねた。  

鵠 査 結 果   

1．食用にされているスズメパテの種類と産地  

1997勾封こ毘明㈲勾とその周辺の苗場で売られていたスズ  

メバチの魂拭 いずれもスズメバチ属Ve叩αに属する種で  

（yig∴1，Fig．2），政大型和はオオスズメバチ  

Ⅴ．mα花dαri花£α（Fig∴4），ウンナンオオスズメバチ  

Ⅴ．ぷOrOr（ぎig・．3）及びネックイヒメスズメパテⅤ．  

£roかごαの3種であった。ゆ当夏椰はツマアカスズメバチⅤ．  

ue£比血α（Fig．1）が圧倒的に多かったが，VuαJ，iαわ£～fぶ，  

コガタスズメバチV．α托α～よぶ，ビロードスズメバチⅤ，  

わαぶαgよぶもみられた（でablel）。1998年もこれら7椰のス  

ズメバチが市域で売られており，オオスズメバチ，ネッタイ  

ヒメスズメバチ，およびツマアカスズメバチの3和がもっと  

も普通にみられた。またいずれの様においても，矧句の幼  

虫や蛸は，オスと新女ニ〕三が室で，働きバチのカストが含ま  

れる場合でも，オスと研女〕三のカストが同l時にみられた  

（でablel）。   

毘明市の中心郎より80km離れた近郊の馬過河村の  

道端沿いの食堂では，8店でスズメパテの巣が調理用と  

して仕入れてあった。いずれの店にもツマアカスズメバ   

緒  言  

血般にスズメバチと呼ばれる昆虫ほ，ハチlヨ  

Hymenop紬raスズメパテ科Vespidaeスズメバチ亜  

科Vespinaeに属するハチの総称で，‡三大な鎚を作り，  

攻撃性が強く，人畜を殺傷する凝をもつことで知られて  

いる。スズメパテ属Ve叩αはこの亜料のなかでも盛大  

の体躯をもち，凶暴な種が多い。本属23種のほとんど  

は東商アジアに麓申的に分布する㌔ とくに申桓lの肇両  

地方には14種が生息し2〉，スズメバチ属の分化の中心地  

であるばかりでなく，スズメパチ礁料の発祥の地とみな  

されている㌔   

山方，スズメバチの巣の中の幼虫や桶楓 ヒトにとっ  

て線上巣単位で見ると大型脊椎動物に匹敵するほどの嵐  

と質を備えた蛋白源でもあり，スズメバチの激怒な甘木  

タイ，インドネシアなどでは古くから食用昆虫として利  

用されている㌔ 中国の憲商省には25の少数民族が生活  

しており，それらの民族の閲でも，スズメパチ類を食用  

資源として利用していることば知られていたが一l）I5）・郎・7），  

その食文化についての許しい報哲は見当たらない。   

私達は，1997年と1998年の秋に，雷雨省の省都良明  

市を‡れ心に，この地方におけるスズメバチの市場とそれ  

らを利用した郷土料理について調姦した。その結果，近  

年における中国のf‡ぎ場経済のもとで，スズメバチの果が  

この地方の戯産物市域で食材として高価に取り引きされ！  

ハチの子の料理が家厳科凝はしてだけでなく，肌一般の食  

堂などでも広く普及していることが明らかとなった。本  

稿では，食材としてのスズメバチの市場，巣の採集や飼  

帝の方法，料理の種類と調理法などについて報告する。  

調 査 方 法  

調査は1997年9月28E‡～10月9】ヨ及び1998年10  

月1‡］～10月10‡ヨに中国室南省の毘明雄とその近郊の  

農村において行なわれた。この地方は，緯度においては  

日本の沖親とほぼ同じであるが，標高は，1，900m前後  

の高原である。私達が訪れた9月下旬～】．0月上旬は，  

矧ヨの気温は最低12℃～政商25℃前後と低く，スズメ  

バチの活動期はしては最盛期を過き、ており，種によって  

は活動を終えていた。しかし，市内とその周辺の農産物  

市境では，敗報のスズメバチ類の巣が販売され，ホテル  

や食堂などでも，ハチの予科即は，希望すればすぐにメ  
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Tablel．Speciesandpriceofthehorrl¢tneStSmarketedinand】1earKunmin，Yunnan，   

Marlくet  Dealer  

loc汲も1日n  No．   

1）こIl（－  

（1997）  

No．or  Brood  Price  

Nests Combs Caste （Yuans／kg）  
Species  

Heping・cun  No．1   

Sユ1iehang，  

Kurlmin  

（良明苗㈲渾村市場）  

軋2  

恥．3  

No、・1   

Sep．29 1句叩αぶOrOr  

Sep．29 V．α乃αヱ£ぶ  

Oct．2 1∴ぴe～㍑£よ花α  

Ocも．3 V．ぶOrOJ、  

Oct．3 V，ぴe～㍑£i花α  

Oct，3 V．ぷOrOr  

Oct．2 V．ueヱ昆££托α  

Oct．3 V．ぶOrOJl  

Oct．2 V．ueg㍑と£托α  

Oct．3 V．腔毎払㍑  

3  10   M  llO  

2  5   W，  

5  14   W，  

4  12  1筋  

9  13  W，  

2  3  M，  

3  9  M，  

5  8  M，  

4  10  W，  

6  5  W，  

M，Q  80  

M，Q  65  

M，Q  95  

M，Q  75  

Q  95  

Q  70  

（〕  95  

M，Q  ？  

M，Q  70  

Huachang】u  No．5  

Shichang  

（毘明盲二l了欒呂路市場）   

Ocと．4  V．ue～昆£i托α  1  3  M，Q  60  

Long・Ⅹiang・Jle  随6  

Shichang  

（毘明戸lぎ電翔街テlぎ場）   

Oct．4  V．腔毎払Ⅶ  り  13  M，Q  45′－60  

Cher曙gOng  No．7   

Shichallg  

（毘明市晃貝市場）  

し）ぐt．1 11～両宜信用  ウ  3  M，Q   

Yilianxiang  No．8   

Shjchang  

（宜良脱硝磯）  

Oct．1 V．ueg㍑£わ1α  

Ocも、1 佑むαSα～よぷ  

Oet．1 V．soror  

？   12  M，Q  30～40  

2  6   M  30～40  

8  30  M，Q  60～70  

Lunanxiarl  No．9  

Shichang  

（路商凝滞磯）  

Oct．1 V．ue払とi花α  2  7  M，Q  60～70  

W：Woltker，M：Malセ，Q：Newqtleen   

チが共通してみられ，1店当り3～5巣が凋僅周のため  

に店頭に置かれていた。このうちの1店ではウンナンオ  

オスズメバチの巣のみが入った20kg詰めのダンボール  

箱2僻もみられた。   

ウンナンオオスズメバチとネックイヒメスズメパテの  

2稚を除いた他の7種のスズメバチの採取地は，東部の  

室l：良，路繭，北部の禄勧，南部の石風 紅河などで，こ  

れらの地域は毘明f抒の中心部から50～260lくm離れてい  

る。また，ウンナンオオスズメバチとネッタイヒメスズ  

メパテの採取地は，毘明市から東南部へ約3001くm離れ  

た文かや260km離れた商都の石屏や紅河などであった。  

とくに，市境でもっとも人気の高いネッタイヒメスズメ  

パチの果は，いずれの市場においても文山で採集された  

ものが出荷されていた。文山は本椰の巣に関しては雲繭  

では最大の供給地であるという。   

務留洒漬けにされたハチの種類は，市場で10月に巣  

が売られていた上記のスズメパチ属7穫に加えて，8～  

9月に売られていた魂から集められたハチも含まれてお  

り，中型椰のクラヤミスズメバチⅤ．わま柁g九αmま，Ⅴ．  

moござαrγα托αや，小型機のホオナガスズメバチの1椰  

ガog£cたouだ叩㍑gα刃orαなどであった（Table2）。これ  

ら3椰のスズメパチは，この地方では隊巣活動のピーク   
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rrablQ2．Speciesornewlyelnergedadultssoal（edinsplritsforChinesemedicaluse．  

No．or   

Workers Ⅳ壬ales  

Market Dealer Date Iヨottle  Price  
Spirils 

No．（1997）capaciとy （Yuangs）  

Species  NQW Total  
Que8nS  location   

0   2  

0   42   

0   4   

0   4   

9  15   

0  16  

0   2   

42   0   

4   0   

4   0   

0   6   

0  16  

扶）“（血【・叩砧】ル）J・口  

Ve叩α7†｝α花血ri托£α  

拾わ£托gわαm£  

Ⅴ．α托α～よぎ  

Ⅴ．uαr∠αわgヱよβ  

佑mocぶαrツα几α  

No．1Sep．29 600mβ BucklVhe絶と 30  

Heplng・Cun   

Shichang  

（脚桐湘判削減）  

50  24   9   83  

Ⅴ．mα花dαrわ1gα  75  22   4  101  

V，α托αヱまぶ  lO   5   2  17  

V．わαざαヱよぶ  0   7   0   7  
Na2 Sep．291000mぞ Maize 80  

85  34  

42  1∴mα托dαri托£α  32  

No．3 0cも．3 500mβ Buckwhea8 10  V．£roβiごα  2  

10   

0   0   2  

ユ0   0   44  34  

拾わ1叩エCα  23  

No．4 0cも．1 250mg BucklVheaも 10  V．ぶOrOJ・  5  

5  10  38  

2  1  8  

7  11  46  

佑か｛OplCα  19  

10  V．βOrOr  14  

6   2   27  

2   0  16  Yiliang・Ⅹ1ang・ Nn5 0cも．1250mβ Maize  

8   2   43  33  Shichang・  

（宜良麒f！了域）  佑£rop乙Cα  28  22  3  53  

V．ぶOrOr  7   4   0  11  

払6 0cも．1250mg Buckwheaも 60  V．む£～‡gたαm£  0  1  0  1  

V．αれ′α～よぶ  1  0   0  1  

36  27   3   66  

が上紀の7種よりも1～2ケ月尊いので，10月上旬で  

はすでに常猫舌動を終えてお灯，市場では取り引きされ  

ていなかった。しかしながら，これら3椰の成虫のカス  

トは働きバチのほかにオスも含まれていたので（Table  

2），上記の7梯と 同様に営巣後期に適した果が採集さ  

れたものとみなさ れる。  

2．販売時期   

毘明ず†ぎの中心部にあるいくつかの農産物市場でスズメ  

バチの巣を販売している商人や戯民の猫では，この地方  

では7月～10月末がそれらの販売のシーズンで，政盛  

期は種によって多少異なるが8月中旬～9月中旬であ  

るという。   

良明駅に近い和平村市域（yig．3）でもっとも取扱い  

親の多い男性商人（51才）の場合，8～10月のシーズ  

ンはスズメバチのみの販売を行ない，8～9月の約2カ  

月で各種のスズメバチの巣を毎年約1，500kg光るとい  

う。また1997勾三10月4‡ヨには，flす内の中心部にある電  

翔街遊資市場と欒員路市場でスズメパチの巣の販売者が  

みられた。亀翔街遇貿了こ‡丁場には2人の男性販売者（各  

34才）がいたが，彼らは5～ユ．0月末まで販売し，7～8  

月には多い時で1人1‡ヨ30kgを禿るという。また欒員  

路市場には男性版究瀦が1人だけおり，7月のスズメバ   
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チの投感謝には1‡ヨ501唱を販売したが，このE＝まツマ  

アカスズメバチの1巣（3巣盤）を売るのみであった。  

良明苗郊外の晃貴市填では，3人の販売者がいたがその  

うちの山人（男性29才）によると，8月下旬～9月上  

旬が販売の敦盛瀾で，6月中旬から仕入れを始め，ピー  

クの8月～9月上旬には調度に400～500i唱を仕入れ  

るが，9月下旬以降ほ70lくg前後に減少するという。   

毘明市近郊の路商児戯塵物市場は戯魔物の販発現傾が  

この地方で厳大であるが，スズメバチの販売者は1997  

年にはイ族の3人のみであった。彼らは周辺の山村の農  

民で，自分や家族が採集した1～2個のツマアカスズメ  

パチの巣を同種磯前の路上で販売していた。   

今回の綱感でスズメパテの市場兢磯としてもっとも大  

きかったのは宜良県農産物市域（Fig．3）で，ここは良  

明市の中心部から約70km離れている。この市場では  

20人（女性13人，男性7人）のスズメパチ販売者がい  

た。この市場における販売時湖ほ7～10月の聞で，8  

～9月がピークであるという。販売者は1人で一山皮に  

10～180kg，平均40～501くgを仕入れる。それらはピー  

ク時には販売当日の年商中ですぐ売り切れるが，天候等  

によっては翌日以降に州・部が残ることもあるという。私  

選が訪れた1997年10月1E＝こもっとも販売旗が多かっ  

た女性（50才前後）は，前‡ヨ仕入れた7偶の篭（1篭当  

り約30kg・のウンナンオオスズメバチの巣が入ってい  

る）をぷ三牛までにすべて売り切って市場から引き上げて  

いった。  

3．販売方法   

毘明市内の市場で売られていた兼ほ，10～30kgの  

小規模な販売者の場合，ほとんどがスズメバチの巣を専  

門にとり扱う市内の業者から仕入れたものである。毘明  

津ほその周辺の仕入れ業者は，毎年7月莱～10月中旬  

まで，戯米経常のかたわら地元の戯村や近郊の市場で巣  

の仕入れを行なっている。山方，50～1001くg以上の大  

盤販売者は100～数1001くm離れた東南部の文山など  

の塵地へ行って直接購入する。   

各慮他の仕入れ来者は，戯家や地元の市域からスズメ  

パチの巣を簸めて桐山定の蜃に透すると，戌明雄刊の販売  

人に竃話で適格する。この連絡を受けると販麗人はバス  

で塵他の仕入業者のところへ行き，巣を買‡瞑る。また，  

自分i至i身で現地に行って2～3E澗在し，鎚を直接戯民  

やその地域の苗傾から買付ける場合もある。彼らほこう   

して仕入れた巣を夜行バスに機載して，朝には毘明fドや  

その近郊の市場の売場へ戻り，すぐに売るという。   

いずれの市場でもスズメバチの巣の運搬，保存，販売  

には，竹で編んだ炭さ約90cm，臓40cm，高さ35cm  

の篭が利月〕され，これにはスズメバチの巣が約30kg・  

入る（Fig．4）。仕入れの際は11亘‡に」．0数篭，巣の蚤駿  

で約300kgを購入する。その際パスの運賃として，人  

は往復60元（当時の為替レートほ約16門／元），ハチ  

の巣の篭は1個（30kg）当り約10元を支払う。   

こうして仕入れた兼の販売ルートは，食堂などの料既  

店またはホテルの食堂などへ直接運んで買い取ってもら  

う場合と，†1礪摘に巣を並べて血般市民や料理店庵どが  

買いに来るのを待つ場合とがある。大口の販売者の場合，  

料理店やホテルなどへ発った残りを市域で売りさばくこ  

ともある。料理店では山鹿に血晶篭（約30kg）以上をま  

とめて偶人することも少なくない。   

また，良明市近郊の馬通商ト・滞の道路沿いの食堂では，  

8～9月は付近の戯民がl当分で採幾した魂を，麗接食堂  

に売りに来るので，それらを買取り，客への料理の材料  

としていた。   

市場での版発は，ハチの子の入った巣盤のままで売る  

場合（Fig．1，Fig．2）と，幼虫や桶をピンセットや手で  

巣掃からつまみだして合成樹脂製トレーなどに100～  

200g壕ひとまとめにして売る場合とがある。1kg以上  

の売買はばとんどが巣翠位で行なわれる。こうした巣付  

きのハチの子の版発は，老熟幼虫や繭のつまった巣盤を，  

屋台上や路上に敷いたシーツ上に仰向射こした状態で概  

み窓ねたり，1枚ずつ広げて並べたりして行なう。消蟄  

者は巣盤ごと貰う虜倉，巣の東さも含めた代金を支払う  

ので，食月引こならない卵や若齢幼虫の入った巣盤を避け  

る。したがって，販売者は食材である老熟幼虫や桶の入っ  

た曲が客に目立っように，巣盤の周辺部にある若齢幼虫  

や卵などの不可愈部分の督欝は，指で剥ぎ取って拾てる  

こともある。魂の売買でも小口の場合には，客の要望に  

応じて1偶の巣盤から嫡の入った繭や大きな終齢幼虫の  

入っている部分だけを手で切り取って，それを計腰して  

売る場合もある。   

巣からとりだした幼虫や繭だけを光る場合，巣を路上  

に広げ，繭や幼虫の少ない巣盤や，ゆ心部に納が少ない  

巣盤から，幼虫や桶を引き抜いて，良さ15cm，巾12  

cm前後の合成樹脂製トレーや，l‡1Lなどに簸め，空になっ   
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た巣や小さな幼虫だけの巣は捨てる。こうして巣から取  

り出されて売られていたハチの子は，発爾段階によって  

次の4タイプに区別できる。すなわち老熟した幼虫のみ，  

幼虫によく似た体型の前垂乳 白色を帯びた成虫にイ以た若  

い桶，及び成熟が進んで費や褐色肇に着色した桶である。  

いずれの発爾段階もカストはまったく問題とならず，働  

きパチ，オスパチ，釈女王バチの各カストが混合されて  

いる。しかし，それぞれの発育態は‡茎分され，客の好み  

に応じて別々に売られるが，全体の農が少ない場合は，  

それらが混合されている。また，羽化途中で遷が伸びか  

かっているものや，羽化ぬ後で麹が白色または淡褐色と  

なっているものなど，羽化して成虫の形態を備えた個体  

は商品とはならない。卵や1～4齢湖の若い幼虫や．5  

齢でも若い小型の個体も食用とならず発らない。  

4．価  格   

市境での販売値は，もっとも人気のある大型種のネッ  

クイヒメスズメバチ，ウンナンオオスズメバチ，オオス  

ズメバチの3種の場合，良明市中心部の和平村市場では，  

1997年10月上旬に巣付きで95～110元／kg・，中型の  

ビロードスズメバチ，ツマアカスズメバチ，コガタスズ  

メパチなどは65～80元／1くgであった（Tablel）。こ  

の市域では，多くの販売人がパスで東南部の文山へ仕入  

れに行く。ウンナンオオスズメバチなどの大型種教場合，  

現地の戯民や集荷業着から棉～75元／kg・で買入れる  

が，それらを100元／kg・で売らないと利益はないとい  

う。大型様の場合，康付で10元／kgの販売利益を見  

込み，1シーズンで1，500～2，000kgを販売する。   

版発値は，市場が都市部から離れると安くなる傾向が  

ある。毘明の中心地から約10l（m離れた墨貴市填では，  

中型機のツマアカスズメパチの場合，60元／kg（1997  

年10月1Eり で，仕入植ほ50元であるという。1997  

年には，この市場での大型種も含めたシーズン中の販売  

値は60～140元／l咽で，仕入依は50～120禿であっ  

た。   

今回の調悉で盛大のスズメパテ市場であった寛良市墟  

では，1997年10月1Elには大型穫のネックイヒメスズ  

メバチ，ウンナンオオスズメバチなどほ60～70元／  

lくg，ツマアカスズメバチか胱、とした中型瑚は30～40  

元／iくgであった。また，1998年10月9E】では，ウン  

ナンオオスズメバチなどの大型機の販売柘は食堂に発る  

場合は45元／ユくg，仙磯の人には60元／kg・で，ツマ  

アカスズメバチの場合，食堂には30元／kg，血般の人  

には40元／1くgであった。市域で売られていたウンナ  

ンオオスズメバチはすべて文山で仕入れたもので，その  

時の仕入れ価格は32元／kgであった。   

銘柄市場の小規模な路上苗場でほ，3人の販売者が，  

周辺農家が採集したツマアカスズメバチの鎚を50元／  

1咽で10～201くgを仕入れ，60～70元／kg・で売って  

いた。   

毘明から北に約300km離れた山村部の鉄鎖郷では，  

毎週‡訓曜日に戯廠陵の苗場が開かれ，この地方に多車イ  

族が7月中旬～10月までツマアカスズメバチなど各種  

スズメパチの巣を販売しており，1997年10月上旬には  

10元／lくgで発っていた。販売値がこのように安いのほ，  

この地方はスズメバチが盛富だから，イ族の人達はハチ  

を食べたいときは山で容易に巣を採集できるため，多く  

の人はハチの巣を貰う必要がないと患っているからであ  

る。   

ハチの価格を他の食用動物の価格と比較するため，毘  

明市中心郎の和平村市場で1997年10月4日に調磯した  

結果をTable3に示した。ハチの子の価格は，この地  

方で政も需要の多い豚肉をはじめ，牛，羊，親，鯉，壁  

などに比べて，kg当りで4～10倍と高く，スッポン  

のみがハチの子の価格を上【司っている。しかしながら，  

スズメバチの痩地である山村部では，たとえば鉄鎖郷の  

ように，豚肉（12元／kg）より安い場合もみられた。   

スズメパテの巣は仕入れ後約1週間は販売できる。し  

かし，巣内の幼虫は絶食状態なので，仕入れ後は日ごと  

に色戯が褒えて体が痩せ，納の場合は次々と成虫が鈎の  

盤面を食い破って羽化してくる。そのため，巣を仕入れ  

た後のE‡数が経っほど食用部分が減って巣全体が軽くな  

り，商品肘直が低落する。多くの消蟄者は，康や幼虫の  

状態からそれらが新鮮かどうかを判断できるので，購入  

する時は時間をかけて品質を吟味する。また，巣ごと偶  

人するときは，食用にならない小さな幼虫や死んだ幼虫  

が含まれている場合，甜格を交渉して少しでも安く手に  

入れようとする。   

巣の仕入披から販売親閲伸ば，祈成虫が鈎をかみ破っ  

て次々と羽化してくるが，これらは薬用として利用され  

る。すなわち巣の保管中及び販発中に羽化した成虫は，  

その場でピンセットや指でつまんで，アルコール濃度が  

48～50％以上あるソぺトウモロコシ，コーリャンな   



53  室蘭スズメバチ愈  

などという日本の古い綾など通用しないようであった。   

私遵の巨‡前で行なわれたハチ料理というのは，雲絹地  

方で励もり′バツ‖∨‖・般的なハチの予科理である油で揚げた空揚げ  

であった。まず，客からの注文があると，店の前に積ん  

であるハチの巣から，幼虫や桶を抜いてくる。この場合  

好みのハチの種難（ネックイヒメスズメバチ，オオスズ  

メバチなどの大型弓弘 ツマアカスズメバチの中型秤，数  

種のクロスズメバチの小型種などが在庫していた）や幼  

虫，蛸のいずれが良いかも客に尋ねる。調理場では，ま  

ず巾40c払 探さ15crn位の柄のついた半球形の深鍋  

にナタネ油をたっぷりと入れて，1分ほど加熱する。そ  

の後，ハチの子200g位を油の中に入れ，含まれている  

水分がはね飛ぶまで，5～7分位そのまま放聞する。そ  

れから，底と側面に岬・蘭に穴のあいたけj35cm位の深  

鍋状の容著旨に，ハチの予を油と共にあけて油を除く  

（yig・．6）。その後，すぐ元の大きな鍋にハチの子を戻し，  

塩を振りかけて味付けしながら掻く炒め，表面が少し輩  

嫌がかってくると料理は完成する。これを直径30em  

はどの平皿にl＿L感り状態にして（yig・．7），客のテーブ  

ルに運んでくる。この店では，ハチの予科理というのは，  

この詔書胆雲法だけという。料理1皿の価格私 大型種で  

25元，中・小型種が20元であった。   

毘明市内にある市場近くや市場用の大小の食堂では，  

ハチの子の在庫がなくても，またスズメバチ料普がメニュー  

に盲織っていなくても，注文をすると店鼠がすぐに市場へ  

行って材料を買って垂て，上述の油で似げた料軌こ仕上  

げる店が多い。時には，客を待たせながら自転革で15  

分ほどを要する市場へ行って，材料を貰ってくる場合も  

あった。j義明子持内の場合，価格は1j‡11100g前後が盛ら  

れていて20～30禿である。   

婁商智酉商都の西双版納では，ハチの予料理の価格は  

毘明とその周辺よりもかなり安く，巾20cmほどの瓜  

に盛られた約200gの空揚げ料理で1月1110～15禿であ  

るという。   

この他に，室岡各地の人々か引用き取ったスズメバチ  

料当ほして，次のようなものがあった（でable4を参澱）。  

（1）チーズを溶かして液状とし，それで幼虫や桶の表面  

を覆ってから，油で揚げる（良明苗内）。  

（2）スープ1：紬を鍋に入れて熱くなってから，ハチの  

予を入れて妙めたのち，すぐ水を注いで表lヨいスープ状  

とする。水の・鼠は人によって異なる。そこへ，ニラを細   

T色1）le3．Marl（ehngprlCeSOrhornetnestsandani－  

malmeatssold at Heping・Cun－Shinchang，  

Kunmin（毘明市和平村苗場）．  

（Oct．4，1997）  

Price（Yuans／1唱）  Species  

tlornet broods 

90肋i00  

70■…－ 80  

16剛18   

】．3仙16  

10…12  

13仙16  

13¶16   

18鵬 20  

13  

18  

1l10  

Ve叩αぎOrOr   

Ve叩αUeま㍑£i托α  

Porl；plg   

Back   

l－Iil111  

Abdomen   

Mtl批On   

Beer  

Chickerl  

Carp（c軋 40cm）  

Crab  

Soi■もーShelledturtle  

どでつくられた蒸留酒申に入れられる。これらは巣とと  

もに市場に並べられ，米用洒として同時に販売される  

（yig．5）。それらの販売価格は，200～350汀ばのどンで，  

良明市内ではウンナンオオスズメバチやオオスズメバチ  

の大型種で50～60元，ツマアカスズメパチ，コガタス  

ズメパテなどの中型機で30～40元である。しかし毘明  

郊外の市域では，調教が少ないため大型椰もゃ塾椰も1  

本当り10～20克と安くなり，こうしたアルコール融け  

の成虫は売られていない市場も多い。  

5．料理法   

毘明近郊の罵過河にある遺路沿いの食堂街では，店頭  

にシれ キジなど付近の農民から買入れた野建．鴎獣が吊  

り下げられ，また付近で採躯されたツマアカスズメバチ  

やクロスズメバチ属の数糀の異のはか，東商灘の文山か  

らダンボー ル和で輸送されてきた「撃滅蜂」と呼ばれる  

ネックイヒメスズメパチの巣なども積まれていた。ある  

食堂で，スズメバチ料理を注文して調哲呈の現場を見たい  

と言ったところ，調製浸場に案内してくれたので，その…山  

都始終を見ることができた。開封三協にいると，次々と客  

が入ってきて，自分の注文した料理の味付けなどにあれ  

これと指示を与えていた。この閣では男性が甘常の料理  

でも女性と対等に手がけるので，「タき子厨房に入らず」  
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Table4．Lo（：alde11ca（さies orhor】1etbroodsinYu王1narl，Chまn乱  

Cooking methods ‡．ocatiorlOrRace  

Kunlnin（毘明f】了）  Hornetlarvaeandi）upaeareCOaもedwitllmeまtedcheesealld抽enrriedinoil．  

Mojang（墨江）軌ingin the south－  

WeStparlin Yunnanandもhesuト  

roundingdistricts  

Soup（A）：Oilisheatedinapanandhor王1eと1arvaeandpupaeal，erl、iediJlit．Ne沈  

waterispouredtheretotogまYeaWhitesoup▲ ArleraddingleeltpleCeS，thesouplS  

seasonedⅥrithsalもandhea血glSCeaSed．  

Soup（B）：7lornetlarvaeal・eaddedtowaterboilinginapan．Aftelt2to3minuぬa  

rreshegglSaddedand旺eobtainedsoupIS5eaSOned“亜salt．  

DayaoxまanTiesoxia咽，Yirace  

（大桃県鉄鎖郷，イ族）  

Horneも1ar＼raearegrOundtoglVea SOupWhichisthenseasoned with  

SaltorsugIar．  
DayaoxianTiesoxia咽，Yirace  

（大挑戯鉄鉱郷，イ族）  

Rapeseed oilisiJ血Oducedi王ItOa panandlleaもed．rrhen hornetlarvae are added  

thereもOalldrriedrol16と08mint血s．Thelarvae alle一見l（en Out With a co】ander and  

heapedonadishro1lowedbyseason川g“亜saltパedpepper，elc．  

Dayaoxianでiesoxia咽，Yirace  

（大挑県政畿瓢 イ族）  

Jingpoi†aCe（親機族）livingin the  

sol血ernendorYunnaIl  

i王ornetimagoesareroasもedandthenmilledinamol、tar．Nexと．saltandr8dpeppel・  

areaddedthereとOandthemixtureistakenⅥrれhaspoon．  

Tairace（タイ族）  Hornetlarl，aealldpupaearesteaInedandground，rrhensaltandl・edpeppeI、areadded  

thereと0．でhethusobはinedsoupisservedwithriceba11．  

LailuraCe（ラフ族）  Ho王、neも1aItVaeand pupae areg・rOundもO glVe a SOup．Afteraddまng  

egg，もh80bもainedsouplSSeaSOnedwithsaltandもheneaten assuch．  

When hornet nests are added to boiling wa血as such，lar柑e and pupae are  

solidiried－N弧t．払ecombis血nedupsidedownand5haitenLotakeout血solidiried  

hornetlarvaeaIldpupae．でhenもhes¢broodsarefri8din rapese8doilandseasoIled  

withsalt，an酢1icafruitsandIea＼・eSandginger．  

Ⅹishuan如anllaJinghongxlan，  

Jinuo race  

楢双版納タイ族自治州蟄洪鷹基諾滅）  

Horneも1ar＼，aea！ldpupaeareinLl、oducedintoaheaもedpam Artel・remO＼Fl咽mOis血払  

thehornetlar柑eandpupaeareonceもa】くenOuと．rrhenasmallamountoroilisadded  

もothepanandthehorneもIarvaeandptlPae areinけoducedintothe pan昭alnand  

rriedwithseaso】11ngS．  

ⅩishuangbannaJinghongxlan，  

j;,,, ,,,, 

晒双版納タイ射ヨ治州敷渋県嘉洛族）  

Horrletlarvaeandpupaearerriedinlnany CaSeS，though rresh ones  

aretakensometimes．  

Dali，Bairac（）  

（大筆削ヨ族自治リ1、泊族）  

Tairace（タイ族）  Aェ1ice ballis once rlaLtend and rried hollleも1arvae andl）upae are  

Wrapped thereill．  

サ∵′評一  
西：親政族）。  

（5）幼虫や輔を斉したのち摺りつぶし，塩と暦学子を入  

れてドロドロの状態にする。これを手で丸めたおにき－り  

状のご飯につけて食べる（タイ族）。  

（6〉 スズメバチの幼虫を摺って汁状にしてから，塩ある  

いは砂糖をかけて味付けする（大挑戯鉄鎖郷イ族）。  

（7）幼虫，桶をドロドこ＝こつぶしてから，クマゴを入れ  
ラーフー  

て混ぜ，墟で味付けして，塗の状態で食べる（拉祐族）。   

かく刻んで入れ，同時に塩で味付けする（婁擁省西南の  

愚江とその周辺）。  

（3）スープ2：鍋に水を注いで，沸磯してからハチの子  

を入れ，2～3分経つと生卵を割って入れ，塩で味付け  

する（大挑県鉄鎖郷イ族）。  

棚 成虫の摺りつぶし：成虫を鍋に入れ，油庵しで炒っ  

て乾燥させたのち，研臼で細かく砕き，それらに塩，唐  

辛子を混ぜ込んでスプーンで食べる（憲繭省西南部の瀦  
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札 束の発見・採廣・飼育  

く1）果の発見方法   

諭般には，野外で活動中の働きパチを見つけて餌づけ  

を行ない，餌場と巣の閲を往接するハチを何庇も遺跡し  

て巣にたどりつく。異へ戻るハチに計印をつけるため，  

バッタやセミを概してハチの巨1の前に持っていき，ハチ  

がそれに飛びついて発て肉‡射手にしている抑こ，羽毛や  

紙などを先端に結びつけたシュロなどの繊維の叩凍紆を輪  

状にして，ハチの胸部と機魔の間に括り付ける。この巨l  

印によって，ハチの飛んでいく姿を遠方まで徽矧勒こ追  

うことができる。地形を熟知した土地では，ハチが餌機  

へ戻ってくる時間が短い場合，巣の位置のおおよその見  

当を付けて，その現場で巣を探すこともあるという。ハ  

チを追跡する距離，すなわち餌場から巣までは500m～  

1kmが普通で，まれに1kmを超えることもある。山  

を歩到頭って巣を発見することもあるが，そうした機会  

は少ないという。  

（2）巣の採集方法   

巣を苗場で販売するには，秋に野外で採集したものを  

すぐ出荷する場合と，澄に働きバチがまだ数十頭しかい  

ない小さな巣を克つ臥 それを自宅にもち帰って飼暫し，  

大きくなってから出荷する場合とがある。また自家用と  

する場合にも両方のケースが見られる。   

スズメバチの巣の採果時絹について地元の人々の閲で  

は，ツマアカスズメバチなど樹の枝に果をつくっている  

糀の場合，7月には魂の形は瓢箪のようで，8月に巣は  

発達して大きくなり，9月になるとちょうど良い食用の  

季節となるといい伝えられている。   

ツマアカスズメバチ，コガタスズメバチ，ビロードス  

ズメバチなど樹の枝に営巣する種の場合，猥を採るには  

次のような方法がある。  

1）投虫剤の利用：夜に綿球に殺虫剤（DDVPなど）  

をしみ込ませ，それを持ってスズメパチの営機している  

木に上り，魂の出入日を棉球で塞ぎ，すぐ水を下りる。  

果内のハチは外へ出ようとして】＜〉h▼・斉に柵球をかじってい  

るうちに殺虫剤の影樽で徐々に死亡し，20～30分ほど  

で成虫は全て死ぬ。そ・れから木へ上って異を接ごと切り  

取るが，この方法では幼虫や姉は死なない。  

2）松明の利用：長い梯の先に，マツの葉，ヤシの薬，  

純などをひもでくくりつけて作った松明に点火して，ス  

ズメバチの巣の出人口の手前にもってゆく。すると，巣   

（8）おにぎり状にしたご飯をいったん平らにして，油で  

揚げた幼虫や桶を巻いて食べる（タイ族）。  

（9）巣をそのまま熱湯申に入れ，幼虫や痛が凝l謝した状  

態になってから，巣盤を逆さにして，底を叩いて下に落  

し取り出す。それらを集めてをナタネ油で炒め，胤 サ  

ンシヨウ（実及び葉），ショウガで味付けする（酉双版納  
サ▼－ヌオ  

タイ族I謙治州濃淡戯基諾族）。  

（1日）熱した鍋の申に幼虫，桶を入れて水分をとりi挽き，  

いったんハチの予をとり出す。鍋に油を少し入れてから  

ハチの子を戻して，脚嫌料を入れて妙める（画双版納夕  
l－1く  

イ族自治州盈洪英凝灘灘）。  

（用 油炒め：鍋にナタネ油を注いで油が熱くなってから，  

スズメバチの幼虫を入れて妙め，6～8タテ経ってから，  

旅で幼虫を取り出して！‡11に盛り，塩と唐辛子などで味付  

けをする（大挑凝鉄鎖郷イ族）。  

（12）生でそのまま食べることもあるが，多くは油で似げ  
バイ  

る（大理白旗眉清州白族）。   

これらの料薫別こはナタネ油などの食用油が使用されて  

いることが多い。しかしながら 可堰lの戯村における人々  

の生活は，かっては貧しく，ナタネ油は盈蔓慮でスズメ  

バチを炒めるのに用いる余裕がほとんどなかったという。  

それゆえ，骨ばスズメバチの幼虫は主にスープにして食  

用にしたという。油でスズメバチの幼虫を炒めて食べる  

ようになったのは，農村でも市場経済が進んで生活が向  

上したためで，ここ十数年のことである。またハチの子  

の調頸は男性，女闇蓬瀾わず行なうが，男性の中にはハ  

チだけは‡…i分で好みの味付けに調盟主する人も少なくない  

という。   

蛋商地方は淡民族が人口の3分の2（2700万人）を占  

めるが，塞商各地には25の少数民族約1348万人が居住  

している。これらの少数民族のうち，回教徒である園族  

はスズメパチを食べないが，他の民族はいずれもスズメ  

バチを好んで食用とするようである。淡族もごく潜通に  

食用とし，とくに男性は咋灘に関わりなく食べるが，女  

性の中には食べない人もいるという。これは，‡ヨ本人に  

多く見られるようにその形態が気味悪車というわけでな  

いという。この地方の女性の場合，‡至！らハチによる刺傷  

体験をもっていたり，刺されてひどい‡引こあった人を見  

たりしたことによる恐怖心が原因となっているようで，  

とくに政近の若い人，都凍で潜った人にこの傾向がみら  

れるようである。  
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内の働きバチが次々に外へ出てくるので，はとんどのハ  

チを焼き殺したのち，木へ上って魂を採る。もし火力が  

弱いと，働きバチはその棒に沿って飛んできて人を刺す。  

松明の火力を強くするために，政近では灯油などをしみ  

込ませることもある。  

3）袋への封じ込み：兼が小さい場合や，巣を持って帰っ  

て飼育をする場合，殺虫剤を使わずに，巣がすっぽりと  

入るような麻袋やピエール袋をもって木に上りlスズメ  

バチの巣を迅速に袋に取り入れて採取する。   

ネッタイヒメスズメバチやウンナンオオスズメバチな  

ど土中営巣椰の場合，巣の入り日付近で次々と巣から出  

てくるハチを桧l明で焼重殺したのち，別に火番付けた松  

明を巣の出入ロから内部に入れて，煙で果内のスズメバ  

チを燻す。股近は松明のかわりに噂火線意使う人もいる。  

次に巣の周りの土をスコップ，鍬などで取り除いて，地  

中にある晃を掘り出す。同時に巣の側で火を燃やしなが  

ら，反撃して飛んでくるハチを木の枝などでたたき落と  

して焼き殺す。これらの大型スズメパチは非常に攻撃性  

が強いうえ，巣を掘り出すために時間を要するので，木  

の枝に作られた巣に比べて多くの手間がかかる。そのた  

め署通は，男性が2～3人で分担して作楽を行なう。   

スズメバチを食用とする少数民族の場合，大部分の男  

性はスズメバチの巣を採る技術を身に付けている。しか  

し，淡族のほとんどの男性は，‡当分逮で巣を採ることば  

できないという。  

（3）巣の飼育   

毘明苗近辺のイ族など少数民族の農村では，4～9月  

に働きバチの個体数が数十の小さい巣を自宅の庭など身  

近な場所に持ち露｝って，飼育することが広く行なわれて  

いる。   

ツマアカスズメバチやコガタスズメバチなど樹の枝に  

巣をつくっている種の場合，巣口を布切れなどで血時的  

に結めた後，巣食体をポリエチレンなどの袋で覆い，巣  

の付いている枝ごと切り落とし，女まと働きパテを生か  

したまま巣とともに持ち帰る。こうした巣は枝ごと庭木  

などに固定し，その後は働きパチを‡ヨ由に活動させて，  

巣内のハチの子が多くなる秋まで放任する。その間，目  

本で行なわれているような砂礫音波や魚肉などの給肝）は  

行なわれない。こうして，巣が発途する秋になって巣を  

採淑し，ハチの子を食べたり，仲買人に売り渡す。   

またリンゴ閲などの果槻儲iでは，子供などが果樹陸＝こ  

侵入して果物を盗るのをl防ぐことも兼ねて，栄樹の枝に  

樹上営巣種の巣を取り付けることも多いという。   

土中に営巣する大型種のウンナンオオスズメバチやネッ  

タイヒメスズメバチも，慮地では5～9月に野外で果を  

発見して成虫ごと採集し，自宅付近の土中に移して飼督  

する。避妊イ族自治州双柏児では双杓県季…桑蜂研究会（強  

運程会長）が組織され，約300戸の農家が大型スズメバ  

チを飼督している。これらの鹿家はスズメバチの巣を売  

るだけでなく，働きバチの成虫から蜂裔を取り出して，  

漢方薬を試製しており，より高い付加価値を追求してい  

る。また，文山地方でも，毘明市の各市場において苗場  

価値の高いこの2種の飼爾が盛んであるというが，今回  

ほ現地での凋惑闇できなかった。   

毘明市町判断‡了場においてスズメバチの巣を販売して  

いた29疲の壮族戯民（男性）の場合，自宅のある文山  

において7～9月に40～50偶のスズメバチ規の巣を兇  

つ臥 それらの大部分を自宅とその近辺で飼脅するとい  

う。文山地方で敢も普通櫻のツマアカスズメパチの場合  

10数mの木に10数個の鎚を互いに2～3mの距離を  

おいて異なった枝に取り付け，3～4ケ月後に大きくなっ  

た巣から服に採取して販売する。また，ウンナンオオス  

ズメバチやネッタイヒメスズメバチの場合，樹の下の浅  

い土中に空間を作り，そこに女ヨ三と働きパテを付けた巣  

を攫いて，飼督するという。この男性の場合，嚢と子供  

の3人家族で，年間の総収入は7，000～8，000元である  

が，そのうちの半分はスズメバチの巣各版発して褐てい  

るという。  

考  察  

申【司雲南省は世界的な動植物の窯擁として知られてい  

るが，スズメバチに関しても分布の中心地である。これ  

まで知られているスズメパチ亜科4属67秤のうち，こ  

の地域には小型種のクロスズメバチ属V鴎印加8稽，  

ホオナガスズメパチ属ガ0ヱよぐんoue叩㍑～α2級 ヤミスズ  

メバチ属丹oue叩α1種，それに大型種のスズメバチ属  

1花叩α11椰と，スズメパテのすべての属があわせて23  

椰も生息している2〉・㌔ この種数は世界中でもずば抜け  

て多く，たとえばこの地域に次いでスズメパテの多いと  

いわれる隣接のヒマラヤ東部の4属18種と比較しても  

抜きん出ており，この地方に特有の秤も少なくない。と  

くに大型のスズメパチ属は世界中で16種しかいないの   
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に，3分の2がこの地域に集中的に分布している9〉。こ  

の属は，スズメバチ亜科の共通祖葉の状態がもっとも良  

く保存されており捌け），に‡コ園裳商の亜熟1勘1癌地繹はお  

そらくスズメパテ類の発祥の地であろうとみなされてい  

る㌔   

こうした大型のスズメパテ層は巨大な魂を作り，その  

中で育てられているハチの子は，この地域の人々にとっ  

ては，梅の近くに住む人々が利用する多種類の魚員類に  

代わる，栄養飽かな動物性蛋白櫛として評価される。と  

くに，山岳地滞の厳しい自然環境に住む人々は．その地  

域のlヨ然が提供する食用可能な食滞は あらゆるものを  

鉦姶自足的に利用してきたと考えられる。現在もスズメ  

バチ食を伝統的に受け継いでいるタイ北部軋脱桝，イン  

ドネシアのスマトラ1）及びジャワ東都㌣，E本の中部地  

方）・9〉・10）ナ2ま〉 などは，いずれもスズメパテの分布の集中した  

地域であるとともに，布から遠く離れた山岳地滞という  

共通した背景をもっている。また，これらめ地域では，  

スズメバチ食だけでなく，タケノコメイ机 タガメ，イ  

ナゴなど各種の昆虫が食用として利用されているS川）乱  

】9〉．23）．2・1）  

0   

中国にはスズメパチ愈に閲する・世界扱高の記録12）1a）が  

存在し，古代の周代帝王が食用としたリストのヰりこアリ，  

セミ，ハチの3椰の昆虫が含まれ，これらの昆虫を食用  

とする習慣は，その後も中国の各地各民族においてずっ  

と守られてきたという。また，歴代の文献で，食用昆虫  

としてアリ，セミ，ハチなどがとりあげられ，各時代に  

おいて，君子，政人だけでなく，－－・般の人々にも利用さ  

れた例が示されている。例えば唐昭宗時代の劉憫（877  

年）の「糠袋録輿」には，次のような記妄眠がある皿㌔  

壬‾欽（安徽省）の人が蜂の子を採取する方法について述  

べる。大蜂は山林間に巣を作る。その大きさは巨鏡のよ  

うで，中は数百もの層（銀盤）からできている。原住民  

は巣を取る時に，まず輩で体を包み，毒針で刺されるの  

を防ぐ。そして焼で親蜂を追い出す作業を繰り返したあ  

とで，彪姜や木に上り，蜂の巣の根元の部分から切り取る。  

仙■偶の巣から得られる蜂の子は5～6斗（1斗蔦18リッ  

トル）から血石（山着意10斗）もある。それらを墟で  

炒めて干し，地方の物産として京洛（洛陽の別名）に送  

る。ただし採集した時の巣内の蜂の子の約3分の1ほす  

でに（羽化して）建や脚ができており愈月狛こならない」。   

婁商省の少数民族であるタイ族の昆虫食に関しては，   

中国の民俗学者江応礫の研磨澄紹介した周運鑓の箸畜5〉  

の申に，「土蜂，矧澱蜂，葦蜂，自脚蜂，罵蜂，萌蛮蜂  

など，どんなハチの嫡も食べられる。鰍ま炒めて食べる」  

とある。しかしながらその調凌が「タイ族の分布域まで  

の交通手段は今日のそれに比べて．ほとんどないのに等  

しかった」時代に行なわれたもので，「特殊食品」の部  

分に並べられているハチ愈や他のぷ昆虫食も，「今日的に  

はあまり頼りにできるものであるとはいえない」と述べ  

たうえ，「朝動こおける昆虫愈は，文献質料に現れると  

ころは櫻少で，‡ヨら瀾恋しないことには，現状を知るこ  

とはたいへん困難であるといえるだろう」としている㌔  

また，著者自身の体験として，慈雨各地でクロスズメパ  

テの仲間の幼虫，桶，成虫を，油で揚げたものを食べた  

と述べている車・＄）。山方，日本人による赦近の準泣皆7）・射で  

は，掌南省西矧坂納において，ウンナンオオスズメバチ  

やネックイヒメスズメバチの幼虫や姉などが市場で発質  

され，それらの値段は肉類よりも高価だったことや，毘  

明市内の料理店でも，コガタスズメバチやツマアカスズ  

メパテなどのメニューがみられたことが述べられている。   

塞鏑各地の少数民族にとっては，中国における近年の  

市場経例の発達とともに，‡当然の産物としてのスズメパ  

チは‡当分たちの食用資源であるばかりでなく，市場で高  

価格の商品として評価され取引されるようになったので  

ある。そのため，秋のシーズンに発遷した果を深淵して  

食用としたり販売するばかりでなく，所有樅のない野外  

の異を小さなうちに採集して，それが大きく発達するま  

で自宅などで飼督したうえで販発することが，戯近になっ  

て蛋商各地で行なわれようになった。とくに商品価値の  

高い大型櫻のスズメパチの出荷地域では，…都の農家が  

家族経常の蔓黎な部門としてスズメバチの飼育による販  

売に摂り組む傾向がみられる。これはこの地域の戯民に  

とって，家計収入に占めるスズメパテの割合が大きいた  

めであるが，他方，このことはスズメバチ資源の保護と  

その持続的利用にも蔑嬰な役割を果たすと考えられる。   

これは巣の政党遵暗まで飼育することにより，繁飛カ  

ストであるオスや新女まバチが生産され，次L‡汝代の黒酒  

に寄与するからである三）。スズメパテでは果当たりの新  

女王バチの羽化数は数100～数1000頭に達し，それが  

1ケ月以上にわたって能く9）・㌔ したがって，その間に  

飼育を止めて食用に利用しても，血部の釈女まバチは既  

に離果しており，それらが翌年の発生源となるからであ   
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る。日本でも長野や岐阜などの中部地方では，これまで  

ほ秋に政発達時の巣を採集するだけであったが，政近は  

笈に野外から採集した巣を秋まで飼督して大きくするこ  

とが，ごく普通に行なわれるようになっている㌔ しか  

しながら，スズメバチを野外の基酎こまったく依存せず，  

鋼商環境下で創巣させてそれを大畠くなるまで飼育する  

ことば，現段階では技術的に困対象で，これまで‡をと界でも  

成功例はない。最適は，［判園や日本で，スズメバチの養  

殖に関して研究機憫や個人によるさまざまな試みがなさ  

れるようになってきており，将来は女ヨ三バチに自ぬに巣  

をつくらせて養殖する技術が確立する可能性がある。   

富商省に隣接したタイでも，北部や北東部ではスズメ  

バチの予ほ鵬般的な食用昆虫とされている机錮㌔1930  

年代のオランダ人による調査では，背から昆虫愈の盛ん  

なタイにおいては，北部や北東部を中心に，中部や商都  

でも広く昆虫愈が行なわれていたことが明らかになって  

いる湖。しかし，政近では昆虫食は北部や北東部を中心  

とする地域には依然として存続しているが，中部以南で  

はほとんどの地域で食用として昆虫類が市場で売られて  

いることはなく，聞き取り調姦によってもほとんど全員  

が食虫は未経験で，その習俗を知らなかったという呈9）。  

にト‡郎タイ以南の地域で昆虫食が廃れてしまった原‡封とし  

て，1970年以降のこの地域における目覚ましい経済成長  

によって所得が増加し，飽や肉，加工食品などの利用の  

機会が増えたので，昆虫のように威的・時期的制約のあ  

る食材は急速に利用されなくなったことが考えられる五9）。   

成虫は山般に食用として利用するには小型であるうえ，  

食用となる燈を兼めるには多大の労力を要し，発射橙斯  

軋限られるという欠点がある幻）・㌔ したがって，動物や  

′島などの畜産業が発達すると，蛋白源としての昆虫は畜  

産物に置き代わっていくことば当然のなりゆきであろう。  

また，現在では，輸送，流通，保存などの手段が世界的  

な規模で発遷したため，山岳地将においても魚員等の海  

産物の利用もⅠヨ常的に可能となっており，昆虫食の比盛  

ほどこでも低下しつつある動乱2d）。こうした経済発展に  

ともなう昆虫食文化の褒遇傾向は，とくに日常食として  

昆虫を利用している地域では，今後も世界各地に共通し  

た現象となることが予想される。しかしながら，スズメ  

パテを中心とした山部の昆虫食は，地域によっては経済  

発展に関わりなく，今後も廃れることばないと考えられ  

る。なぜなら，東南アジアの市場で売られている多種類  

の食用昆虫の中でも，スズメパテの子はひときわ商い価  

格で取り引きされており，スズメパチ食が伝統的に行な  

われている中i遡南部，タイ北東部，それにE】本の中部地  

方などでほ，現在も食材として商い評価が与えられてい  

るからである。箪鼠 これらの‡遡においては，∠ト肉など  

各様の肉類よりもはるかに高い価格となっている】－）・20〉・  

21）・封）。このことはスズメバチの子などが血般の人々にとっ  

て入手しがたい動物性蛋白源というばかりでなく，他の  

食品にない昧をもつ嶋好的な食材であり，伝統的な郷土  

食としてこの地域の人々に高く評価されていることを示  

している。   

この地方の少数属腐逐ヰ祀、とした人々は，スズメバチ  

の巣の採取はこれまでは自給自足的経済の申で必要蒐の  

採取を行なってきたと考えられる。しかし，申陸‡人にとっ  

てさえ秘境といわれた茎南省においても，政近は経済開  

放政策のもとに，碑易経済が農村部にも波及し，スズメ  

パチは高価な商品として注目され，雲絹省全体では想像  

もつかないはどの膨大な各種のスズメパテの巣が採集・  

消費されており，スズメパチに関してはタイや日本の市  

場をはるかに凌ぐ世界政大の消敷地とみなされる11）。し  

かしながら，それらのスズメパテの中には肇商地域に特  

有の盈濱な椰も少なくないため，それらのスズメバチが  

商品として乱境され，穫の絶滅に至ることのないように，  

その保護をどのように進めるかは，今後の課題であろう。   

市場で売られているスズメバチの果には，オスや新女  

ヨ三パテの子が含まれていたが，これはスズメパテの子の  

食用としての利用は，藤野～亜熱碑淘に属するこの地  

方の市場でも，巣が段大に発達してハチの子が果内にもっ  

とも多くなる営巣後期から末期に関られることを示して  

いる。峯商地方におけるスズメパチの生活史は明らかで  

はないが，東南アジアの熟滞や温滞と同様に1年性であ  

ることは明らかである軋軋彗，すなわち4～5月に魂が  

創数され，6～7月以降は働きバチを生産しながら巣が  

発達を続け，8～10月になって初めて，繁魔力ストで  

あるオスと新女王バチを育てると考えられる皿㌔  した  

がって，食材としてのスズメバチは，‡ヨ本と同様に，巣  

が年間を通じて最大に発逢し，越冬に備えて腹部に多奥  

の脂肪体を貯えた新女王バチの幼虫や蛸が得られるよう  

になる，夏の終わりから晩秋までという季節的に限られ  

たものである。   

社会性ハチとしてのスズメパテは他に類を見ない激し   
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い攻撃性と電力をもっており，それらは腎巣規模が大き  

くなるほど，また営巣後期になるはど発達することが知  

られている鵬㌔ とくにこの地域のスズメバチの中でも，  

食用としてゴ汲も好まれている大型種のオオスズメバチと  

その近縁種のウンナンオオスズメバチの2種は，ヒトに  

対する攻撃性と濁琉においてスズメバチ顆ヰlでも叔放で  

あり，現地では巣の採集の際，時に刺されて菟傷を負っ  

たり失明するばかりでなく，刺し殺されることもあると  

いう。これらのスズメバチに特有の威嚇行動をともなっ  

た巣の防衛法は，ヒトも含めた大型捕食濱に対して，防  

衛力綺蕃灘の独眉の紡織戦略として発遷したとみなされ  

ている㌔ スズメバチにおける体躯および営巣規模の巨  

大化は，巣の防柑力を増す一方で，捕食者にとっては食  

用資源としての価値が高まることになる。ヒトもまた命  

懸けで果の採取を行なってきたのであり，その際の両者  

の攻防が，被捕食者であるスズメバチの激しい攻準性や  

毒力の進化に深く関わってきたと考えられる22）。たとえ  

ば，スズメバチ属は鼠色艮初腰の攻撃の橡杓としており，  

矧こ近寄った際は頭髪や腫を狙って刺しに来るが1）・22），  

これはこの地域を含めた東南アジアの常民族が裂い磯と  

嬰をもつことと閑適している可能性がある。スズメバチ  

を食用ぷ邑虫としてばかりでなく，ヒトとのさまざまな関  

わりにおいて明らかにすることは，スズメバチの発祥地  

であり，豊富なファウナを有する褒絹地域においてとく  

に意義深いと考えられる。  
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要  約  

本種は中国雷雨省における食用としての大型のスズメ  

バチについて，省都長明f‡了とその欄辺の市場での巣の取  

り引針剰掛売方法の実態，少数民族を中心としたハチの  

予（終齢幼虫及び桶）の料理の種類やその調理法，巣の  

発見・採集・飼爾などの方法を，現地での労瑠姦をもとに  

述べたものである。食用とされるスズメバチはスズメパ  

チ属10種，ホオナガスズメバナ属とクロスズメバチ属   

の各1税が確認されたが，おそらくこの地方に生息する  

全種（22種）が利用されているとみなされる。とくに  

食材としては世界像大椰に属するウンナンオオスズメバ  

チ，ネックイヒメスズメバチ，オオスズメバチの3種の  

評価が高く，ハチの子が生きたまま巣の中に入った状態  

で，豚や隼など家畜肉の4～10僧の価柏で売られてい  

た。この地方は苗場での販売厳から推定すると，食梢と  

してのスズメバチの世界敢大の消敷地とみなされた。   

ハチの子は，郷土食（地元では風味食品という）とし  

て胆独または野菜や各種の調味料などとともに油炒めに  

されたり，民族によってはス……プにするなどメニュ州・ほ  

多彩で，一般家庭だけでなく，飯店や食堂などでも供さ  

れていた。こうしたスズメバチは、すべて野生の巣が利  

用されているが，とくに掌両省の南部（恩芽，建酢，紅  

河，文山など）に産地が多く，秋のシ両ズンに採集され  

るばかりでなく，6～8月の営巣初期～ヰり別の段階の  

小さな巣のうちに生け捕りにしたもの私，自宅付近で飼  

育して繁鵜カストが生産される秋になって利用する場合  

が多い。こうした飼帝によって食用としての粟の碓倦が  

高まるばかりでなく，それらの巣からは斯女王バチが那  

果して野外における次世代の繁殖に寄与していると見な  

された。また，攻撃性や轟性が発達したことには，スズ  

メバチの発祥地とみなされるこの地域において，ヒトに  

よる捕獲が度々行われたことが！矧係している可能軌が示  

唆された。  
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